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令
和
２
年
を
迎
え
て

議
長
　

馬
　
場
　
博
　
文

１
月
６
日　

消
防
団
出
初
式

　
　

13
日　

成
人
式

　
　

17
日　

由
良
町
議
会
議
員
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
　

30
日　

県
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会
（
和
歌
山
市
）

２
月
12
日　

由
良
町
議
会
議
員
一
般
選
挙　

告
示

　
　

17
日 

由
良
町
議
会
議
員
一
般
選
挙　

投
票
日

　
　

26
日 

御
坊
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　

26
日 

御
坊
市
外
５
ヶ
町
病
院
経
営
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　

28
日　

第
１
回
臨
時
会
（
議
長
選
挙
等
）

３
月
５
日　

議
会
運
営
委
員
会
（
第
１
回
定
例
会
に
つ
い
て
）

７
日
〜
19
日　

第
１
回
定
例
会

 

（
平
成
31
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算　

平
成
30
年
度
補
正
予
算 

 
 

条
例
改
正　

ほ
か
）

　
　

７
日　

御
坊
日
高
老
人
福
祉
施
設
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　

12
日 

全
員
協
議
会　

開
催

　
　

13
日 

全
員
協
議
会　

開
催

　
　

15
日 

産
建
厚
生
常
任
委
員
会　

開
催

　
　

15
日 

総
務
文
教
常
任
委
員
会　

開
催

　
　

24
日 

ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

　
　

29
日 

日
高
郡
町
議
会
議
長
会
第
３
回
臨
時
総
会

４
月
５
日　

日
高
郡
町
議
会
議
長
会
第
１
回
定
期
総
会

　
　

18
日 

日
高
郡
町
議
会
議
長
会
全
議
員
研
修
会
（
印
南
町
）

５
月
５
日　

由
良
町
戦
没
者
追
悼
法
要
（
興
国
寺
）

　
　

15
日 

国
道
42
号
由
良
町
畑
広
川
町
井
関
間
改
良
促
進
協
議
会
活
動
（
東
京
都
）

　
　

22
日 

和
歌
山
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会
（
和
歌
山
市
）

28
日
〜
29
日　

全
国
町
村
議
長
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会
（
東
京
都
）

６
月
６
日　

議
会
運
営
委
員
会
（
第
２
回
定
例
会
に
つ
い
て
）

10
日
〜
14
日　

第
２
回
定
例
会

 

（
条
例
改
正
・
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算　

ほ
か
）

　
　

17
日　

国
道
42
号
由
良
町
畑
広
川
町
井
関
間
改
良
促
進
協
議
会
通
常
総
会

　
　

18
日　

産
建
厚
生
常
任
委
員
会　

開
催　
（
町
単
工
事
箇
所
視
察
）

　
　

19
日　

産
建
厚
生
常
任
委
員
会　

開
催　
（
企
業
訪
問
）

　
　

20
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会　

開
催
（
こ
ど
も
園
・
小
・
中
学
校
訪
問
）

　
　

27
日　

御
坊
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　

27
日　

御
坊
市
外
５
ヶ
町
病
院
経
営
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　

28
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会　

開
催　
（
日
高
管
内
防
災
施
設
視
察
）

７
月
２
日　

御
坊
日
高
老
人
福
祉
施
設
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　

３
日 

日
高
郡
町
議
会
議
長
会
第
２
回
定
期
総
会

10
日
〜
11
日　

町
村
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
東
京
都
）

20１９年主な議会年表

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
２
年
の
初
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
は
、
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
新
元
号
「
令
和
」
に
改
ま
っ
て
、
初
め
て
の
新
春
を
迎
え
「
令
和
」
に
込
め
ら
れ
た

見
事
に
咲
き
誇
る
梅
の
花
の
よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
が
明
日
へ
の
希
望
と
共
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
花
を
大
き
く
咲
か
せ
ま
す
よ
う
に
、
と
い
う
願
い
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
永
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
「
由
良
港
湾
の
防
波
堤
整
備
」
も
工
事
が
順
調
に
進

ん
で
お
り
、
新
し
い
課
題
「
国
道
42
号
由
良
町
畑
〜
広
川
町
井
関
の
整
備
」
に
つ
い

て
も
、
一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の
地
域
の
発
展
を
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
当
町
に
お
け
る
人
口
減
少
や
少
子
化
に
伴
う
教
育
環
境
等
の
課
題
も
山
積
み
で
あ

り
ま
す
が
、
議
会
に
お
い
て
も
議
員
10
名
が
、
よ
り
良
い
町
づ
く
り
の
た
め
、
一
丸

と
な
り
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
町
民
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
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山本　　大 議員中村　真一 議員 野田　　悟 議員

森　三枝子 議員中谷　茂生 議員山名　　実 議員

吉田ひとみ 議員玉置　一郎 議員川出　　純 副議長

　
　

18
日　

全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進
議
員
連
盟
定
期
総
会
（
田
辺
市
）

　
　

30
日　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定
例
会

８
月
２
日　

和
歌
山
県
町
村
議
会
全
議
員
研
修
（
有
田
川
町
）

５
日
〜
７
日　

総
務
文
教
・
産
建
厚
生
常
任
委
員
会
視
察
研
修
（
長
野
県
）

　
　

24
日　

紀
州
路
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
（
清
掃
活
動
）

　
　

28
日　

議
会
運
営
委
員
会
（
特
別
委
員
会
設
置
に
つ
い
て
）

　
　

28
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会　

開
催

９
月
２
日　

御
坊
日
高
老
人
福
祉
施
設
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　

３
日 

日
高
広
域
消
防
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　

５
日 

議
会
運
営
委
員
会
（
第
３
回
定
例
会
に
つ
い
て
）

９
日
〜
19
日　

第
３
回
定
例
会

 

（
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
及
び

 
  

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定　

ほ
か
）

　
　

17
日　

ゆ
ら
創
生
総
合
戦
略
調
査
特
別
委
員
会　

開
催

10
月
１
日　

御
坊
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　

１
日 

御
坊
市
外
５
ヶ
町
病
院
経
営
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　

３
日 

日
高
郡
町
議
会
議
長
会
第
３
回
定
期
総
会

４
日
〜
５
日　

国
道
42
号
由
良
町
畑
広
川
町
井
関
間
改
良
促
進
協
議
会
活
動
（
東
京
都
）

　
　

７
日 

日
高
郡
町
議
会
議
長
会
親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
美
山
ド
ー
ム
）

28
日
〜
30
日　

日
高
郡
町
議
会
議
長
会
県
外
視
察
（
北
海
道
）

11
月
３
日　

ゆ
ら
ふ
れ
あ
い
祭
（
由
良
体
育
セ
ン
タ
ー
周
辺
）

　
　

３
日 

由
良
町
文
化
表
彰
式

　
　

７
日 

ゆ
ら
創
生
総
合
戦
略
調
査
特
別
委
員
会　

開
催

　
　

10
日 

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国
わ
か
や
ま
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
交
流
大
会

13
日
〜
14
日　

第
63
回
町
村
議
会
議
長
会
全
国
大
会
（
東
京
都
）

　
　

15
日　

新
過
疎
法
制
定
実
現
決
起
大
会
（
第
50
回
定
期
総
会
）（
東
京
都
）

　
　

19
日　

令
和
元
年
度
委
員
長
・
副
委
員
長
研
修
会
（
和
歌
山
市
）

　
　

24
日　

和
歌
山
県
人
会
世
界
大
会
（
和
歌
山
市
）

12
月
２
日　

日
高
広
域
消
防
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　

４
日　

御
坊
日
高
老
人
福
祉
施
設
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　

５
日　

議
会
運
営
委
員
会
（
第
４
回
定
例
会
に
つ
い
て
）

　
　

５
日　

ゆ
ら
創
生
総
合
戦
略
調
査
特
別
委
員
会　

開
催

９
日
〜
13
日　

第
４
回
定
例
会

 

（
工
事
請
負
変
更
契
約
・
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
・
条
例
改
正
・

 
  

条
例
制
定
）

　
　

25
日　

御
坊
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　

25
日　

御
坊
市
外
５
ヶ
町
病
院
経
営
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　

26
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会　

開
催

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
２
年
の
初
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
は
、
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
新
元
号
「
令
和
」
に
改
ま
っ
て
、
初
め
て
の
新
春
を
迎
え
「
令
和
」
に
込
め
ら
れ
た

見
事
に
咲
き
誇
る
梅
の
花
の
よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
が
明
日
へ
の
希
望
と
共
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
花
を
大
き
く
咲
か
せ
ま
す
よ
う
に
、
と
い
う
願
い
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
永
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
「
由
良
港
湾
の
防
波
堤
整
備
」
も
工
事
が
順
調
に
進

ん
で
お
り
、
新
し
い
課
題
「
国
道
42
号
由
良
町
畑
〜
広
川
町
井
関
の
整
備
」
に
つ
い

て
も
、
一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の
地
域
の
発
展
を
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
当
町
に
お
け
る
人
口
減
少
や
少
子
化
に
伴
う
教
育
環
境
等
の
課
題
も
山
積
み
で
あ

り
ま
す
が
、
議
会
に
お
い
て
も
議
員
10
名
が
、
よ
り
良
い
町
づ
く
り
の
た
め
、
一
丸

と
な
り
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
町
民
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

3

令和２年２月

一
　
般
　
質
　
問

議
　
案
　
質
　
疑

委
　
　
員
　
　
会

議
　
会
　
よ
　
り



12月
12月９日～13日

令和元年

　

令
和
元
年
12
月
定
例
会
は
、
12
月
９
日
か
ら
13
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開

き
ま
し
た
。

　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
税
率
の
改
正
に
伴
う
工
事
請
負
変
更
契
約
が
３
件
、

条
例
一
部
改
正
５
件
、
条
例
全
部
改
正
１
件
、
条
例
制
定
１
件
、
一
般
会
計
補
正

予
算
等
４
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
を
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
５
名
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
由
良
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
委

員
４
名
及
び
補
充
員
４
名
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
医
療
費

　
18
歳
ま
で
無
料
化
へ

　

令
和
２
年
４
月
１

日
か
ら
18
歳
ま
で
医

療
費
が
無
料
と
す
る
条
例
の

一
部
改
正
で
す
が
、
新
た
な

対
象
者
の
人
数
と
予
算
の
概

要
は
。　

対
象
者
の
人
数
は
、

高
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
、

約
１
２
０
名
と
試
算
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
年
齢
の
方
は
、
１
人

問
参
事
・
住
民
福
祉
課
長

答

２
万
円
か
ら
２
万
５
０
０
０

円
の
年
間
医
療
費
の
個
人
負

担
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

約
３
０
０
万
円
ぐ
ら
い
に
な

る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

　

積
算
業
務
と
は
、

具
体
的
に
ど
ん
な
作

業
な
の
か
。

　

ま
た
、
そ
の
後
、
跡
地
の

利
用
は
。

　

撤
去
す
る
施
設
は
、

ダ
イ
ビ
ン
グ
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

問
産
業
建
設
課
副
課
長

答

周
辺
で
、
施
設
の
取
り
壊
し
、

廃
材
の
運
搬
処
分
、
現
地
調

査
、
資
料
収
集
、
場
内
整
備

の
検
討
設
計
な
ど
で
す
。

　

跡
地
利
用
に
関
し
て
は
、

未
定
の
た
め
、
そ
の
検
討
費

用
も
含
め
た
積
算
業
務
費
用

と
な
り
ま
す
。

白
崎
海
洋
公
園
施
設　

撤
去
費

  

積
算
業
務
委
託
料
１
８
０
０
万
円撤去予定のダイビングクラブハウス

№125由良町議会広報
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令和2年度から小学校
「学習指導要領」改訂に

　

来
年
度
、
学
習
指

導
要
領
が
変
更
さ
れ

る
の
に
伴
う
指
導
書
の
購
入

で
す
が
、
指
導
要
領
の
内
容

は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
、

指
導
書
は
何
冊
購
入
さ
れ
る

の
か
。 　

学
習
指
導
要
領
は

約
10
年
ご
と
に
改
訂
さ
れ
て

お
り
小
学
校
で
は
来
年
度
、

中
学
校
で
は
再
来
年
度
よ
り

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で

は
、
「
知
識
及
び
技
能
、
思

考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
」

「
学
び
に
向
か
う
力
」
「
人

間
性
」
な
ど
３
つ
の
柱
か
ら

な
る
資
質
能
力
を
育
む
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

　

小
学
校
に
お
け
る
新
た
な

教
科
と
し
て
、
外
国
語
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
導
入

さ
れ
、
ま
た
、
特
別
の
教
科

と
し
て
、
道
徳
、
主
権
者
教

育
や
消
費
者
教
育
な
ど
が
挙

教
育
課
副
課
長

問答
学
習
指
導
要
領
変
更
に
伴
う

指
導
書
の
購
入　
４
４
７
万
円

げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
主
体

的
、
対
話
的
で
深
い
学
び
の

視
点
か
ら
、
今
後
、
授
業
改

善
が
重
要
視
さ
れ
て
い
き
ま

す
。
購
入
す
る
指
導
書
は
、

３
校
あ
わ
せ
て
、
３
０
０
冊

程
度
と
な
り
ま
す
。

　

指
導
要
領
の
改
訂

で
具
体
的
に
大
き
く

変
わ
る
と
こ
ろ
は
あ
る
の
か
、

ま
た
、
電
子
黒
板
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
の
活
用

等
の
指
導
は
。

　

教
科
書
の
内
容
と

し
て
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
り
、
動
画
で
実
験
を
見
た

り
、
英
語
の
発
音
と
か
も
聞

け
る
工
夫
が
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

教
科
書
を
基
に
、
子
ど
も

達
に
ど
の
よ
う
に
考
え
さ
せ

る
か
を
指
導
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

電
子
黒
板
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
で
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
を
と
の
要
望
が
出
て
お
り

ま
す
。

教
育
課
副
課
長

答 問

湯
川
直
宣
氏

（
衣
奈
１
１
５
４
番
地
の
９
）

岡
　
紀
行
氏

（
門
前
２
１
８
番
地
）

岩
﨑
　
正
氏

（
神
谷
３
１
８
番
地
の
２
）

小
谷
か
お
り
氏

（
里
２
３
１
番
地
）

中
川
　
博
氏

（
吹
井
２
５
２
番
地
の
３
７
）

坂
田
妹
子
氏

（
衣
奈
８
６
２
番
地
の
２
）

岸
上
昭
一
氏

（
三
尾
川
３
６
４
番
地
）

菅
野
幸
江
氏

（
阿
戸
２
１
７
番
地
）

由
良
町
選
挙
管
理
委
員
任
期
満
了

に
伴
い

補
充
員
（
順
位
順
）

が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
２
年
１
月
８
日

か
ら
令
和
６
年
１
月
７
日
ま
で
の

４
年
間
で
す
。

人 

事

令和２年２月
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安定した雇用を確保する
①就農・就漁者支援並びに起業者支援
　●起業家を積極的に募集、支援
　●法人を立ち上げる起業団体等に対して産業振興補助
②地場産品の支援
　●ふるさと納税制度の積極的な活用を
　●役場担当職員の専門家を育成
③地場産業の活性化
　●女性も男性も活躍できる大企業の誘致
　　（旧中学校等町有財産の活用）
　●栽培漁業促進、養殖大規

ゆら創生総合戦略調査特別委員会

町長へ「次期由良町総合戦略策定」に対して提言

　

12
月
26
日
、総
務
文
教
常
任
委
員
会
は
、教
育
長
、教
育
課

長
、教
育
指
導
主
事
出
席
の
も
と
、今
年
７
月
に
実
施
し
た

「
児
童
数
減
少
に
伴
う
教
育
環
境
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

の
集
計
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、説
明
を
受
け
質
疑
応
答
を

行
い
ま
し
た
。

　

保
護
者
２
７
１
世
帯

(

回
答
率
96
％)

　

地
域
住
民
３
０
０
世
帯

(

回
答
率
71
％)

　

教
職
員
86
人

(

回
答
率
１
０
０
％)

　

小
学
校
統
合
に
関
す
る
質

問
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て
、

「
３
校
統
合
と
段
階
統
合
」

を
合
わ
せ
る
と
保
護
者
・
地

域
住
民
・
教
職
員
の
合
計
で

は
68
％
、保
護
者
で
は
74
％

と
な
り
ま
し
た
。

　12月24日、ゆら創生総合戦略調査特別委員会は、令和２年度からの５年間の次期総合戦略策定に関する
「基本目標」と「基本的方向」について調査・検討し、委員間討議を重ねた結果、委員会総意の下、まとめた政
策提言を町長に対して、提出しました。提言内容を要約してお知らせします。

基本目標１

新しいひとの流れをつくる
①由良町の魅力発信
　●ネットサイトの充実と動画配信を積極的に活用
②観光資源を使ったおもてなし向上
　●白崎海洋公園内パークセンター２階にレストランを
　●由良町でしか食べられない「食」に対して、支援を
　●食の祭典を開催　●大規模イベントの積極的誘致
　●無人島生活体験ツアー　　●醤油記念館、醤油醸造
　●興国寺の観光地的演出　　●人間魚雷回天記念館　
③移住・定住及び人材確保・育成に対する支援
　●若者定住対策　　●空き家再生活用促進補助事業
　●町内の主要企業に対して、新たに由良町内に住む
　　正社員への優遇を要請　　●新築祝金制度の導入
　●リモートワーカーの移住受け入れ　●Ｕターン奨学金制度
　●農業の企業化による大規模化での雇用拡大で移住定住を図る

基本目標2

結婚・出産・子育ての希望をかなえる
①結婚・妊娠・出産の支援
　●新生児誕生祝金制度の導入
　●婚活事業の継続
②子育て環境づくり
　●住んでみたい「子育て環境」の検討
　●災害対応型公園の建設
③教育環境づくり
　●由良町モデルの教育環境の体制
　●小中学校の給食費無料化

基本目標3

住みやすいまちをつくる
①地域コミュニティの活性化
　●集会所を利用してのコミュニケーションの推進
②住民の健康づくり
　●各区から選出された「健康推進スタッフ」の増員
　●町内に現存する遊歩道やハイキングコースなどの利活用
③安心・安全なまちづくり
　●空き家解体事業費補助金の拡充
　●町民と町職員の徹底した災害訓練

基本目標4

　●役場内の組織の刷新、人材育成、人材確保を行い、
　  由良町総合戦略にチャレンジできるような体制づくり
　  が重要
　●企業版ふるさと納税制度の積極的な活用

そ の 他

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

　
「
学
校
教
育
環
境
あ
り
方

に
関
わ
る
地
区
懇
談
会
」を

今
年
３
地
区
で
開
催
予
定

　

幅
の
広
い
議
論
の
場
と
し

今
後
の
取
り
組
み

教
育
環
境
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

集
計
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

て
、「
学
校
教
育
環
境
あ
り
方

に
関
わ
る
地
区
懇
談
会
」を

教
育
委
員
会
が
主
催
し
、望

ま
し
い
教
育
環
境
に
つ
い
て
、

保
護
者
・
地
域
住
民
と
意
見

交
換
を
行
う
予
定
で
す
。

　
「
学
校
教
育
環
境
あ
り
方

検
討
委
員
会
」を
４
月
に
設

置
予
定

　

検
討
委
員
会
は
、教
育
委
員

会
の
諮
問
機
関
と
し
て
設
置
。

　

校
長
会
、保
護
者
代
表
、地

域
住
民
な
ど
で
委
員
会
を
組

織
し
、小
学
校
統
合
を
含
め
た

教
育
環
境
の
整
備
な
ど
に
つ

い
て
方
向
性
を
検
討
し
ま
す
。

最
終
的
に
は
、検
討
委
員
会
の

答
申
を
も
っ
て
、今
後
の
学
校

教
育
環
境
の
整
備
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

№125由良町議会広報
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野田　　悟 議員

　

畑
中
町
長
か
ら
第

４
回
定
例
会
の
冒
頭

で
、
今
期
限
り
で
勇
退
さ
れ

る
と
、
お
聞
き
し
ま
し
た
。

町
長
は
３
期
目
の
当
選
を
受

け
「
ふ
る
さ
と
に
誇
り
と
活

力
を
」
と
の
選
挙
公
約
を
実

践
す
べ
く
、
「
雇
用
の
創
出
、

新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く

る
」
「
若
い
世
代
の
結
婚
、

出
産
、
子
育
て
の
希
望
を
か

な
え
る
」
「
新
し
い
時
代
に

合
っ
た
地
域
づ
く
り
等
の
施

策
」
に
精
力
的
に
取
り
組
ん

で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

実
績
と
し
ま
し
て
も
、
由

良
港
湾
の
津
波
対
策
と
し
て

の
防
潮
堤
の
建
設
、
新
衣
奈

ト
ン
ネ
ル
の
開
通
、
町
内
一

周
道
路
の
整
備
、
各
種
防
災

工
事
、
由
良
中
学
校
の
建
設

等
、
多
大
な
業
績
を
重
ね
て

Q問

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開

さ
れ
、
町
発
展
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
多

く
の
町
民
が
認
め
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
５
ヵ
月
の
在
任
期
間

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
由
良

町
の
総
合
戦
略
の
策
定
、
来

年
度
予
算
の
作
成
、
今
ま
で

残
さ
れ
て
い
る
各
種
課
題
等
、

由
良
町
の
さ
ら
な
る
発
展
の

た
め
、
陣
頭
指
揮
を
取
っ
て

い
た
だ
き
、
由
良
町
の
方
向

性
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
実
績
等
を

述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
私
だ
け
の
と
い
う
こ

と
で
は
な
し
に
、
長
い
先
人

か
ら
の
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が

引
き
継
い
で
き
て
、
そ
う
い

議員が町行政の問題などを問いただす「一般質問」は５名の議員が質問に立ち、
町当局の考えを質しました。以下、その内容を要約してお知らせします。

一  般  質  問

由
良
町
発
展
の
た
め
に
陣
頭
指
揮
を

与
え
ら
れ
た
任
期
で
最
善
を
尽
く
す

う
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
、
事

業
実
施
で
き
た
と
い
う
こ
と

で
す
の
で
、
自
身
の
手
柄
と

は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

施
策
と
し
て
や
っ
て
い
く

の
は
町
長
で
す
が
、
町
の
方

向
性
に
つ
い
て
は
由
良
町
の

総
合
戦
略
等
、
町
民
の
皆
さ

ん
方
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

産
業
界
の
皆
さ
ん
方
と
議
論

を
し
た
中
で
つ
く
り
あ
げ
て

い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
新
た
な
大
ま
か

な
方
向
性
を
決
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
施
策
に
つ
い
て
、
議
会

の
皆
さ
ん
方
の
決
定
を
い
た

だ
き
、
町
長
が
執
行
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
も
来
年
の
５
月
ま
で
の

任
期
で
す
の
で
、
令
和
元
年

度
に
お
い
て
、
今
の
予
算
を

執
行
し
て
、
で
き
る
だ
け
そ

れ
ら
を
実
現
で
き
る
よ
う
に

町
政
を
引
っ
張
っ
て
い
き
た

い
。

　

与
え
ら
れ
た
任
期
の
中
で

最
善
を
尽
く
し
、
議
会
の
皆

さ
ん
方
の
協
力
を
得
て
、
任

期
を
終
え
た
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ

ん
方
の
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
し
ま
す
。

A答
町
長

今期限りで勇退される畑中町長

令和２年２月
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法
書
、
準
備
書
、
評
価
書
等

に
対
し
て
、
意
見
を
述
べ
ら

れ
な
い
立
場
で
す
が
、
景
観
、

漁
業
、
津
波
、
台
風
、
騒
音
、

低
周
波
、
鳥
類
、
海
洋
生
物
、

水
環
境
な
ど
を
考
え
る
と
、

懸
念
を
払
し
ょ
く
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
後
、こ
の
計
画
の
手
続

き
が
、ど
の
よ
う
に
進
め
ら

れ
て
い
く
の
か
。ま
た
、町
民
、

周
辺
自
治
体
の
意
見
を
ど
の

よ
う
に
反
映
さ
れ
る
の
か
。

　

そ
し
て
、
建
設
の
許
認
可

権
は
、
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
。

　

事
業
認
可
に
つ
い

て
は
、
経
済
産
業
省
が
認
可

し
ま
す
。

　

許
可
手
続
き
の
初
期
段
階

で
あ
る
事
業
者
か
ら
、
環
境

配
慮
書
の
手
続
き
が
、
６
月

か
７
月
頃
に
完
了
し
た
か
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
、
環
境
影
響
評
価
の

方
法
書
、
準
備
書
、
評
価
書

の
届
け
出
を
経
た
あ
と
に
、

認
可
さ
れ
れ
ば
事
業
の
実
施

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

地
元
住
民
及
び
自
治
体
の
意

見
に
つ
い
て
は
、
各
届
け
出
段

　

パ
シ
フ
ィ
コ
・
エ

ナ
ジ
ー
和
歌
山
西
部

洋
上
風
力
発
電
所
の
計
画
が
、

３
月
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
御
坊
市
、

美
浜
町
、
日
高
町
の
沖
合
に
、

小
さ
な
も
の
で
１
基
５
０
０

０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
大
き
な
も

の
で
１
基
１
万
２
０
０
０
キ

ロ
ワ
ッ
ト
、
合
計
最
大
出
力

７
５
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
、
最

大
１
５
０
基
を
設
置
す
る
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

風
車
の
高
さ
は
、
１
５
４

ｍ
〜
２
６
０
ｍ
、
ロ
ー
タ
ー

直
径
（
風
車
の
直
径
）
１
２

７
ｍ
〜
２
２
０
ｍ
、
ハ
ブ

（
風
車
の
中
心
）
の
高
さ
９

０
ｍ
〜
１
５
０
ｍ
、
大
き
な

構
造
物
の
風
力
発
電
所
が
建

設
さ
れ
、
ま
さ
に
他
人
事
で

は
済
ま
さ
れ
な
い
状
況
に
な

り
ま
す
。

　

由
良
町
は
、
配
慮
書
、
方

階
で
反
映
さ
れ
る
機
会
が
あ
り

ま
す
が
、
当
町
は
関
係
自
治
体

に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

一
番
大
き
な
問
題

と
し
て
感
じ
て
い
る

の
は
、景
観
、つ
ま
り
眺
望
で
す
。

　

白
崎
海
洋
公
園
の
展
望
台

か
ら
は
、丸
見
え
に
な
る
状
態

に
な
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

町
長
の
ご
意
見
は
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
こ

こ
に
設
置
と
い
う
計
画
が
、

ま
だ
具
体
的
に
あ
が
っ
て
い

な
い
よ
う
に
理
解
し
て
い
ま

す
。

　

白
崎
海
岸
は
、
県
立
自
然

公
園
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
眺
望
に
つ
い
て
、

県
知
事
や
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治

体
で
危
惧
さ
れ
て
い
る
点
に

つ
い
て
意
見
を
述
べ
て
い
る

と
理
解
し
て
い
ま
す
。

川出　　純 議員

Q問

A答
町
長

A答
町
長

防
災
無
線
の
難
聴
世
帯
対
策
は

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
で
対
応

洋
上
風
力
発
電
所
の
計
画
は

当
町
は
関
係
自
治
体
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん

　

台
風
時
な
ど
に
は
、

行
政
無
線
が
聞
こ
え

に
く
い
と
い
う
声
が
あ
り
ま

し
た
。

　

難
聴
世
帯
へ
の
対
策
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

　

風
が
吹
い
て
い
る
、

あ
る
い
は
雨
が
降
っ
て
い
る

中
、
室
内
で
防
災
行
政
無
線

を
聞
き
取
る
こ
と
は
不
可
能

な
こ
と
で
す
。

Q問

　

今
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
補

完
す
る
意
味
で
、
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
で
再
度
放
送
し
て
い

る
内
容
は
、
お
伝
え
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
の
放
送
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
そ
し
て
、
携
帯
電

話
で
登
録
を
し
て
い
れ
ば
、

放
送
内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。

　
そ
の
他
の
質
問

●
新
た
な
空
き
家
対
策
を

Q問A答
町
長

事業実施想定区域

広川町由良町

日高川町日高町

印南町

御坊市美浜町

海底ケーブルの施設等を行う可能性がある範囲

風力発電機を設置する範囲

№125由良町議会広報
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玉置　一郎 議員

　

10
月
27
日
、
大
津

波
警
報
が
発
令
さ
れ

た
想
定
で
、
町
内
17
区
・
住

民
１
０
６
９
人
参
加
の
避
難

訓
練
が
実
施
さ
れ
、
ま
た
、

畑
中
町
長
を
は
じ
め
特
別
職

や
町
職
員
合
わ
せ
て
67
人

が
、
「
ゆ
ら
こ
ど
も
園
」
に

第
２
次
災
害
本
部
を
設
置
し

て
の
初
め
て
の
訓
練
が
行
わ

れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
ど
う
い
う
訓
練

を
行
っ
た
の
か
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、

県
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
通

信
の
確
認
や
、
防
災
行
政
無

線
の
操
作
確
認
及
び
衛
星
携

帯
電
話
の
通
信
確
認
を
行
い
、

ま
た
、
資
機
材
の
使
用
訓
練

と
し
て
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

Q問

レ
の
設
置
及
び
可
搬
型
の
発

電
機
な
ど
の
操
作
確
認
を
行

い
ま
し
た
。

　

訓
練
を
通
し
て
、

町
職
員
の
皆
さ
ん
か

ら
の
感
想
や
反
省
点
、
課
題

点
は
。　

今
回
の
訓
練
を
通

じ
て
、
災
害
対
策
本
部
機
能

の
設
営
や
資
機
材
の
使
用
は
、

全
員
が
対
応
で
き
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
訓
練

の
回
数
を
重
ね
て
い
く
中
で

習
熟
度
を
上
げ
て
い
く
必
要

性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

課
題
点
と
し
て
は
、
今
後
、

図
上
訓
練
も
含
め
て
、
で
き

る
だ
け
回
数
を
重
ね
る
中
で

習
熟
度
が
増
し
て
行
け
る
よ

う
な
、
よ
り
実
践
的
な
訓
練

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

第
２
次
災
害
本
部
で
の
訓
練
を

　
　
　
　
　

 

踏
ま
え
て
課
題
点
は

訓
練
の
回
数
を
重
ね
て
、
習
熟
度
を

上
げ
、
よ
り
実
践
的
な
訓
練
を
検
討

A答
町
長

Q問A答
町
長

　

今
回
の
訓
練
に
つ
い

て
、職
員
の
方
々
へ
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
や
意
識
調
査
を

行
い
、そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た

災
害
に
対
応
で
き
る
マ
ニ
ュ
ア

ル
化
を
す
る
べ
き
で
は
。

　

訓
練
後
、職
員
か
ら

様
々
な
意
見
が
出
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、

そ
れ
ら
を
反
映
し
た
も
の
を
活

用
し
、策
定
済
み
の
災
害
時
初

動
体
制
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
も
と
に

具
体
的
か
つ
詳
細
な
手
順
書
な

ど
を
策
定
し
て
い
け
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、町
職
員
の
３

分
の
１
の
方
々
は
、町

外
に
居
住
し
て
い
ま
す
。今
後
、

ど
う
対
応
。

　

私
ど
も
の
役
目
は
、

Q問

人
命
を
い
か
に
守
る
か
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

津
波
災
害
時
、町
民
の
方
々

に
は
、自
分
の
命
は
自
分
で

守
っ
て
も
ら
い
、被
災
状
況
の

中
で
は
、町
民
の
方
々
に
は
自

助
・
共
助
の
中
で
対
応
を
し
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

津
波
が
あ
る
程
度
収
ま
る
状

況
ま
で
、職
員
は
災
害
対
策
本

部
に
参
集
で
き
な
い
と
想
定
で

き
ま
す
。

　

そ
し
て
、少
な
い
人
数
で
本

部
を
立
ち
上
げ
、情
報
収
集
を

し
、状
況
の
把
握
、こ
れ
が
第
一

で
す
。

　

ど
こ
の
事
例
を
見
て
も
、被

災
後
、時
間
と
と
も
に
被
害
状

況
が
わ
か
っ
て
き
ま
す
の
で
、

そ
れ
を
踏
ま
え
、い
か
に
対
策

を
し
て
い
く
の
か
と
い
う
想
定

を
し
て
い
ま
す
。

職
員
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

災
害
に
対
応
で
き
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
を

Q問A答
町
長

A答
総
務
政
策
課
長

第2次災害本部（ゆらこども園）での訓練

災
害
時
初
動
体
制
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
も
と
に

手
順
書
な
ど
を
策
定
し
た
い

令和２年２月
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２
０
１
５
年
に
衣

奈
海
浜
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
て
か
ら
、
浜
の
利
用

客
が
増
え
て
い
る
中
、
水
上

バ
イ
ク
が
衣
奈
の
浜
に
進
入

し
て
き
て
お
り
、
人
身
事
故

が
起
き
な
い
か
心
配
し
て
い

ま
す
。
な
ん
ら
か
の
規
制
は

で
き
な
い
の
か
。

　

ま
た
、
浜
の
近
く
に
公
衆

ト
イ
レ
が
あ
る
が
、
あ
ま
り

よ
く
な
い
の
で
改
修
す
る

か
、
建
て
替
え
の
予
定
は
な

い
の
か
。

　

衣
奈
地
区
の
方
々
は
、
湯

浅
方
面
へ
買
い
物
に
行
く
人

が
多
く
、
夏
場
は
、
広
川
町

に
水
上
バ
イ
ク
を
取
扱
っ
て

い
る
店
が
あ
り
、
そ
こ
を
利

用
す
る
人
が
、
海
沿
い
の
道

路
に
違
法
駐
車
し
て
い
ま

す
。
車
と
車
の
間
か
ら
子
ど

も
が
飛
び
出
し
、
危
う
く
事

故
を
起
こ
し
そ
う
に
な
っ
た

人
も
い
ま
す
。
事
故
が
起
き

る
前
に
何
ら
か
の
対
応
は
と

れ
な
い
の
か
。

　
「
和
歌
山
県
遊
泳

者
等
の
事
故
防
止
に
関
す
る

条
例
」
で
は
、
遊
泳
者
等
に

危
険
を
生
じ
さ
せ
る
行
為
を

し
て
は
な
ら
な
い
、
遊
泳
者

等
が
い
る
場
所
は
、
減
速
し
、

又
は
接
近
し
な
い
等
の
安
全

な
方
法
で
航
行
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
衣
奈
の
浜

で
泳
い
で
い
る
人
の
安
全
を

守
る
た
め
、
海
上
保
安
庁
や

警
察
な
ど
の
取
締
機
関
と
連

携
し
て
マ
ナ
ー
の
啓
発
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

公
衆
ト
イ
レ
の
改
修
、
新

設
に
つ
い
て
は
、
現
在
実
施

し
て
い
る
道
路
改
良
事
業
の

進
捗
状
況
に
併
せ
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

生
活
道
路
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
で
す
が
、
昔
ほ
ど
で

は
な
い
に
し
ろ
、
ま
だ
ま
だ

山名　　実 議員

Q問

A答
町
長

マ
ナ
ー
の
啓
発
に
努
め
、

　
　
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
今
後
検
討

　

由
良
町
総
合
戦
略

は
今
年
度
で
５
年
間

の
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。

来
年
度
か
ら
、
新
た
に
５
年

間
の
計
画
を
立
て
る
前
に
、

ひ
と
・
ま
ち
・
し
ご
と
創
生

推
進
協
議
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
事
務
局
か
ら
今
ま
で
の

進
捗
状
況
と
、
次
年
度
に
向

け
て
の
基
本
的
方
向
、
目
標

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
由
良
町
の
人
口
減

少
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
人
口
が
減
少
す
る
と
農

業
、
漁
業
の
担
い
手
も
不
足

し
て
き
ま
す
。
担
い
手
を
町

外
か
ら
来
て
も
ら
う
た
め
の

施
策
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
の
か
。

　

５
年
先
10
年
先
を
見
据
え

て
政
策
を
考
え
て
い
る
と
思

う
が
、
次
に
つ
な
が
る
移

住
・
定
住
の
施
策
に
つ
い
て
、

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

　

短
期
農
業
就
業
体

験
支
援
事
業
の
次
に
つ
な
が

る
施
策
に
つ
い
て
で
す
が
、

町
制
度
の
活
用
だ
け
で
終
わ

る
こ
と
な
く
、
引
き
続
き
、

中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
た

農
地
の
貸
し
借
り
、
次
世
代

人
材
投
資
資
金
等
、
目
的
に

応
じ
た
国
や
県
の
制
度
を
活

用
し
、
支
援
を
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q問

A答
町
長

由
良
町
総
合
戦
略
方
向
性
は

国
や
県
の
制
度
を
活
用
し
、支
援
を
実
施

一  般  質  問

衣
奈
海
浜
の
安
全
対
策
と

　
　
　
　
公
衆
ト
イ
レ
の
改
修
は

違
反
を
す
る
人
も
い
ま
す
が
、

違
反
を
発
見
さ
れ
た
と
き
に

は
、
警
察
等
に
通
報
し
て
、

取
り
締
ま
っ
て
い
た
だ
き
、

道
路
の
安
全
通
行
の
確
保
に

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

危なくないのか
水上バイク（衣奈海浜）
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最
近
、
獣
害
に
関

す
る
話
を
聞
く
こ
と

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
町

内
で
も
道
路
上
で
遭
遇
す
る

こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
イ
ノ
シ
シ
等
に
よ
り
ケ

ガ
を
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
危

険
が
増
し
て
い
る
中
、
こ
の

獣
害
対
策
は
農
業
振
興
の
た

め
だ
け
で
は
な
い
も
の
に

な
っ
て
き
て
い
る
と
言
え
ま

す
。
こ
の
対
策
に
対
す
る
支

援
、
補
助
金
等
の
受
益
者
は

農
業
を
営
む
方
だ
け
で
は
な

い
と
い
う
前
提
で
、
こ
れ
か

ら
考
え
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。

　

最
近
新
た
な
対
策
に
つ
い

て
、
ど
ん
な
検
討
が
な
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
実
際
の
獣
害
対
策

で
は
作
業
が
大
変
で
、
高
齢

化
の
進
む
現
在
、
大
き
な
問

題
で
す
。
作
業
面
で
、
人
的

支
援
な
ど
の
対
策
は
で
き
な

い
か
。

　

狩
猟
免
許
取
得
時
の
補
助

は
あ
る
が
、
更
新
時
に
登
録

料
に
対
し
て
の
補
助
を
検
討

で
き
な
い
か
。

　

11
月
と
12
月
に
対

策
協
議
会
を 

開
催
し
、 

現

段
階
で
は
着
実
に
捕
獲
を
行

う
、
と
い
う
結
論
に
達
し
た

と
こ
ろ
で
す
。 

　

作
業
面
で
人
的
支
援
の
新

た
な
対
策
に
つ
い
て
、 

現
時

点
で
は
人
的
支
援
は
考
え
て

は
お
り
ま
せ
ん
。

中谷　茂生 議員

Q問

A答
町
長

　

よ
り
良
い
教
育
環

境
に
つ
い
て
、
町
民

の
方
々
に
問
う
意
向
調
査
の

検
証
結
果
か
ら
、
今
後
ど
う

い
っ
た
方
向
で
進
め
て
い
く

予
定
か
。

　

７
月
に
、
児
童
数

の
減
少
に
伴
う
教
育
環
境
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、 

こ
の
結
果
を
踏
ま

え
、 
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、

今
後
、
取
り
組
む
方
向
性
等

に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

 

「 

小
学
校
の
統
合
」 
に
つ

い
て
の
設
問
に
お
い
て
、 
３

小
学
校
を
「
１
校
に
統
合
」

と「
段
階
統
合
」を
合
わ
せ
た
、

肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
方
が
、 

全
体
で
68
％
、 

保
護
者
は

73
％
で
し
た
。 

　

教
育
委
員
会
で
は
、 

は
じ

め
に
統
合
あ
り
き
で
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
が
、 

こ
れ

ら
の
結
果
に
よ
り
、 

統
合
は

避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
あ

る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。  

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、 

今
後
の
学
校
教
育
環
境
に
つ

い
て
は
、 

保
護
者
・
地
域
住

民
の
方
々
と
協
議
を
重
ね
て

合
意
形
成
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
学
校
代

Q問A答
教
育
長

鳥
獣
害
対
策
は
農
業
面
だ
け
で
な
く

着
実
に
捕
獲
を
行
う

教
育
環
境
意
向
調
査
後
の
予
定
は

統
合
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題

表
・
保
護
者
代
表
・
地
域
代

表
等
に
よ
る
教
育
委
員
会
の

諮
問
機
関
を
設
置
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
同

時
に
、
地
域
の
方
々
の
生
の

声
を
聴
く
機
会
と
し
て
、
教

育
委
員
会
主
催
で
地
区
懇
談

会
な
ど
を
開
催
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
進

め
な
が
ら
、
今
後
の
小
学
校

教
育
環
境
の
あ
り
方
を
ま
と

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
そ
の
他
の
質
問

●
読
解
力
低
下
に
対
す
る
対

策
は
指
導
現
場
で
の
努
力
で

●
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ

イ
ン
ト
制
度
の
説
明
を
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
勧
め

も

一  般  質  問

　

免
許
登
録
更
新
料
に
対
し

て
、
実
際
に
そ
の
地
域
で
そ

れ
を
活
用
し
て
い
な
い
と
い

う
事
例
な
ど
も
あ
り
、 

町
と

し
て
の
支
援
と
い
う
の
は
検

討
は
し
ま
す
が
、 

地
域
で
そ

れ
を
利
用
し
て
活
動
し
て
い

た
だ
く
と
い
う
の
が
前
提
で
、 

そ
の
点
、
理
解
の
ほ
ど
お
願

い
し
ま
す
。

令和２年２月

11

一
　
般
　
質
　
問

議
　
案
　
質
　
疑

委
　
　
員
　
　
会

議
　
会
　
よ
　
り



委
員
長
　
玉
置
　
一
郎

副
委
員
長
　
中
谷
　
茂
生

　
　
　
　
　
山
本
　 

大

　
　
　
　
　
野
田
　 

悟

　
　
　
　
　
中
村
　
真
一

　
　
　
　
　
山
名
　 

実

　
　
　
　
　
川
出
　 

純

議
会
広
報
編
集
委
員
会

新
年
あ
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
に
な
り
、
初
め
て
の

正
月
を
迎
え
ま
し
た
。

新
し
い
時
代
に
あ
っ
た
施

策
、
政
策
提
言
を
議
員
一
同
、

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
紙
面
も
見
や
す
さ
、

わ
か
り
や
す
さ
を
モ
ッ
ト
ー

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｚ
Ｔ
Ｖ
で
の
生
中
継
と
録

画
放
送
も
あ
り
ま
す
が
、
皆

さ
ま
の
熱
意
で
、
よ
り
良
い

由
良
町
を
つ
く
る
た
め
、
是

非
と
も
、
議
会
傍
聴
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
（
悟
）

HOPEDREAM

新成人
   に聞きま

した
　

と
に
か
く
楽
し
む（

勝
生
）

　

父
母
に
感
謝
と
恩
を
返
せ

る
大
人
に
な
る（

七
々
海
）

　

色
々
体
験
し
た
い（

裕
也
）

　

感
謝
を
忘
れ
な
い（

羽
衣
）

　

コ
カ
レ
ロ
タ
ワ
ー
３
１
５
０

（
司
）

　

い
い
母
親
に
な
る

（
由
奈
美
）

　

楽
し
み
ま
く
る
（
る
い
）

　

テ
レ
ビ
に
写
る
（
海
陽
）

　

素
敵
な
女
性
に
な
る

（
香
那
）

　

人
生
楽
し
む　

（
竜
充
）

　

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い

（
茉
桜
）

　

毎
日
全
力　
　

（
侑
也
）

　

親
孝
行　
　
　

（
頼
斗
）

　

恩
返
し　
　
　

（
真
菜
）

　

日
々
両
親
に
感
謝
し
て

　

頑
張
り
ま
す　

（
光
樹
）

　

保
健
室
の
先
生
に
な
る

（
未
歩
）

　

悔
い
の
な
い
よ
う
に（

駿
）

　

も
う
大
人
に
な
っ
た
ん

　

や
な
あ　
　
　

（
梨
那
）

　

次
に
進
む　
　

（
雄
也
）

　

歯
科
衛
生
士
に
な
る

（
祥
代
）

　

良
い
大
人
に
な
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
（
柊
人
）

　

幸
せ
に
な
る
ぞ（

世
里
菜
）

　

感
謝　
　
　
　

（
知
良
）

　

毎
日
笑
っ
て
毎
日
楽
し
む

（
紗
樹
）

　

両
親
に
感
謝
の
気
持
ち
を

　

忘
れ
な
い　
　

（
璃
玖
）

　

頑
張
り
ま
す　

（
直
登
）

　

楽
し
み
ま
す
（
け
い
じ
）

　

学
業
に
励
む　

（
洸
輔
）

　

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に　
　
　
　
　

（
光
也
）

　

人
生
楽
し
む
（
な
ぎ
と
）

　

親
孝
行
す
る　

（
菜
希
）

　

臨
床
検
査
技
師
に
な
っ
て

親
を
楽
に
さ
せ
て
あ
げ
た

い　
　
　
　
　
　

（
蓮
）

　

楽
し
く
過
ご
し
ま
す（

渚
）

　

３
１
５
０　
　

（
魁
斗
）

　

資
格
を
取
る
の
に
頑
張
る

（
拓
馬
）

　

楽
し
む　
　
　

（
琉
斗
）

　

親
孝
行
し
ま
す
（
友
美
）

　

プ
ロ
テ
ニ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー

に
な
る　
　
　

（
大
輔
）

　

誰
か
の
幸
せ
の
支
え
に

　

な
れ
る
よ
う
に
（
祥
太
）

　

夢
に
向
か
っ
て
頑
張
り

　

た
い　
　
　
　

（
大
五
）

平成11年（1999年）4月2日～平成12年（2000年）4月1日に生まれた
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